
ＣＯＭ－１０００ＦＸ高感度コロナ探知機

油中コロナ探知機 気中コロナ探知機

仕 様
■１６桁２行キャラクターＳＴＮ液晶表示器 ■デジタル受信感度調整
■超音波４０ＫＨｚ検出周波数 ■パソコンにリアルタイムデータを出力
■データ収集・表示専用パソコンソフト ■手動・自動メモリー機能
■メモリーデータ参照機能 ■メモリーデータをパソコンに出力（エクセル処理可能）
■専用プリンターにデジタル印字とアナログ記録 ■赤色レーザー(出力1ｍＷ以下)の目標選定（ＭＯＤＥＬ２は無し）
■温度・湿度センサー付き（ＭＯＤＥＬ２は無し） ■コロナ信号をＢＮＣコネクターに出力
■電源自動切断機能 ■ＣＴ、電圧など入力可能なオプションコネクター（特別仕様品）
■消費電流 約２００ｍＡ ■信号音出力：ヘッドホンジャック出力（モノラル信号）
■電 源 ２電源動作、ＤＣ１２ＶＡＣアダプター、急速充電回路内蔵、ニッケル水素電池（２５００ｍＡＨ）
■使用時間 １度の充電（最大４時間）で約１０時間以上使用可能
■本体寸法 縦８５×横１４０×奥行き２００ｍｍ（突起物は含まず）
■本体重量 約１．６Ｋｇ
■検出器寸法 コロナ探知機：Φ３００×１００ｍｍ（ｾﾝｻｰ取り外し時）油中コロナ探知機：５０×６４×４０ｍｍ
■検出器重量 コロナ探知機：約９００ｇ 油中コロナ探知機：約１００ｇ
■付属品 専用アルミトランクケース、本体皮ケース、接続ケーブル、ヘッドホン、データ収集・表示専用パソコンソフト

付属品内容はモデルにより多少異なり
■オプション 専用プリンター
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人間の身体においては予防医学というものが重要に成ってきており、電力機器においても大停電の事故などを教訓

に大事故になる前の予防点検が重要に成って来ると思われます。事故が起こってからの莫大な損失を考えると事前

の予防点検がコストの面でもはるかに有利で有ることは言うまでも有りません。高電圧機器を停止して点検をする

ことが不可能な場合には、部品の劣化、不良時に生じる発熱、コロナの発生状況を調べれぱ機器の状態を判断出来

ると思われます。

ＣＯＭ－１０００ＦＸは、本体を肩に掛け検出器を手で持って測定するタイプで、手で持つ負担を出来るだけ減ら

したコロナ探知機です。 ＣＯＭ－１０００ＦＸは、高圧送電線の碍子、配電盤などから発生するコロナを探知す

るモデルと油を充填した各種高圧トランスの内部のコロナを探知するモデルが有ります。ＡＣ電源動作、急速充電

回路と長時間バッテリーを内蔵して居りますので、長期間コロナの状態、不良箇所の探査観測に最適なコロナ探知

。 、機です 専用パソコンソフトはネットワークにも対応していますので事務所で現場の状況を監視することも可能で

またデジカメで点検現場の写真を取りとコロナのデータと合わせた点検報告書を作成する事も出来ます。

ＣＯＭ－１０００ＦＸのモデルと機能

ＭＯＤＥＬ１：コロナ探知機■

ＭＯＤＥＬ２：油中コロナ探知機■

ＭＯＤＥＬ３：コロナ探知機 油中コロナ探知機■ ＋

測定原理■

各種高電圧機器の劣化、高電圧送電線の碍子の汚れ不良時にコロナと同時に微弱な超音波を発生し

ます。その微弱な超音波を集音器付き検出器で高感度に探知して人間の耳に聞こえる様に変換し、

コロナの発生量に応じて変化する超音波の強さをデジタル変換して液晶表示器に表示します。

コロナ探知機の測定例■

高電圧碍子の絶縁調査 配電盤内部の高電圧機器の劣化、不良箇所の調査 各種モータの劣化、不良の調査● ● ●

各種高圧トランスの劣化、不良の調査 コロナ放電を利用したイオン発生器の動作確認、他● ●

油中コロナ探知機の測定例■

油を充填した各種高圧トランスの劣化、不良の調査 密閉された機器内部のコロナ発生状況の調査● ●


